
45

　

歳
出
予
算
で
構
成
比
が
一
番
高
い
の
は
、
土
木
費
で
28
・
０
％
と
な
っ

て
お
り
、
次
い
で
民
生
費
、
教
育
費
、
総
務
費
、
衛
生
費
の
順
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

前
年
度
と
比
較
す
る
と
、
土
木
費
は
10
・
９
％
減
の
18
億
１
６
３
万
９

千
円
、
民
生
費
は
２
・
０
％
減
の
13
億
８
０
６
万
円
、
教
育
費
は
59
・
２

％
増
の
11
億
４　

０
２
５
万
円
、
総
務
費
は
４
・
８
％
減
の
９
億
５
９
７

万
７
千
円
、
衛
生
費
は
４
・
８
％
増
の
３
億
７　

０
７
７
万
円
と
な
り
ま

し
た
。

　

そ
れ
で
は
、
主
な
項
目
ご
と
に
予
算
の
使
い
道
を
紹
介
し
ま
す
。

富
洲
原
駅
地
区
整
備
工
事
等
に
伴
い
、

土
木
費
が
歳
出
全
体
の
２８
・
０
％

◆
土
木
費

　

主
に
道
路
や
水
路
の
整
備
を
行
い
、
み
な

さ
ん
の
利
便
性
を
向
上
さ
せ
る
た
め
の
予
算

で
す
。

　

町
道
の
整
備
等
を
行
う
と
と
も
に
、
雨
水

に
よ
る
浸
水
へ
の
対
策
と
し
て
朝
明
ポ
ン
プ

場
の
維
持
管
理
等
を
実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
富
洲
原
駅
地
区
整
備
事
業
と
し
て

橋
上
駅
舎
・
駅
前
広
場
等
の
建
設
工
事
を
実

施
し
ま
す
。

◆
民
生
費

　

主
に
社
会
福
祉
、
児
童
福
祉
、
障
害
者
福

祉
、
高
齢
者
福
祉
な
ど
に
関
す
る
予
算
で
す
。

　

昨
年
度
よ
り
運
行
開
始
さ
れ
ま
し
た
、
交

通
弱
者
の
交
通
移
動
手
段
確
保
の
た
め
の
町

内
２
ル
ー
ト
を
福
祉
バ
ス
２
台
に
て
運
行
す

る
福
祉
バ
ス
運
行
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
児
童
館
運
営
事
業
、
乳
幼
児
医
療

費
助
成
の
支
給
対
象
を
就
学
前
ま
で
か
ら
中

学
生
ま
で
に
拡
大
（
中
学
生
は
入
院
の
み
）

等
、
子
育
て
支
援
対
策
事
業
の
充
実
を
図
り

ま
す
。

　

障
害
者
福
祉
事
業
と
し
て
、
自
立
支
援
法

に
基
づ
く
障
害
者
自
立
支
援
介
護
、
障
害
者

自
立
支
援
訓
練
等
の
各
事
業
を
推
進
し
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
度
に
引
続
き
、
障
害
者
及
び

保
護
者
等
へ
の
相
談
支
援
や
聴
覚
・
言
語
等

障
害
者
へ
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
事
業
、

心
身
障
害
者
へ
の
理
髪
や
お
む
つ
等
の
給
付

サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し
ま
す
。

　

高
齢
者
福
祉
事
業
と
し
て
、
昨
年
度
に
引

続
き
老
人
福
祉
施
設
入
所
者
措
置
費
や
高
齢

者
住
宅
改
造
補
助
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

◆
教
育
費

　

主
に
幼
稚
園
や
小
中
学
校
、
社
会
教
育
な

ど
に
関
す
る
予
算
で
す
。

　

本
年
度
は
、
主
な
事
業
と
し
て
中
学
校
の

校
舎
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
改
造
工
事
を
実
施
し

ま
す
。

　

ま
た
、
前
年
度
に
引
続
き
地
域
特
別
支
援

教
育
の
充
実
や
読
書
活
動
推
進
の
た
め
小
・

中
・
幼
へ
司
書
の
配
置
を
行
う
学
校
図
書
管

理
事
業
、
児
童
防
犯
対
策
と
し
て
小
学
校
生

徒
の
登
下
校
時
の
巡
回
及
び
校
内
パ
ト
ロ
ー

ル
を
行
う
ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
ト
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

　

社
会
教
育
に
お
い
て
は
、
平
成
８
年
３
月

に
建
設
さ
れ
た
、
あ
い
あ
い
ホ
ー
ル
の
大
規

模
改
修
工
事
を
実
施
し
ま
す
。

◆
総
務
費

　

主
に
全
般
的
な
管
理
事
務
や
町
の
共
通
経

費
な
ど
に
関
す
る
予
算
で
す
。

　

本
年
度
の
主
な
事
業
と
し
て
、
川
越
町
の

未
来
像
お
よ
び
そ
れ
を
達
成
す
る
た
め
の
基

本
的
施
策
を
示
す
第
６
次
川
越
町
総
合
計
画

策
定
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
に
引
続
き
、
各
地
区
の
公
共

的
要
望
に
対
応
し
た
環
境
整
備
事
業
、
住
民

票
等
各
種
窓
口
発
行
業
務
の
簡
素
化
の
た
め

の
自
動
交
付
機
維
持
事
業
、
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
に
よ

る
行
政
情
報
番
組
等
の
情
報
化
施
策
を
実
施

し
ま
す
。　

　

交
通
安
全
事
業
と
し
て
、
町
内
の
道
路
に

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
や
街
灯
等
を
設
置
し
、
交
通

安
全
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

◆
衛
生
費

　

保
健
衛
生
や
ご
み
対
策
な
ど
に
関
す
る
予

算
で
す
。

　

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
で
各
種
検
診
や
健
康

診
断
、
育
児
相
談
な
ど
保
健
事
業
を
実
施
し
、

み
な
さ
ん
の
健
康
増
進
の
お
手
伝
い
を
し
ま

す
。

　

ご
み
対
策
と
し
て
、
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

設
置
工
事
の
実
施
、
分
別
収
集
の
徹
底
を
行

い
、
ご
み
の
減
量
化
を
推
進
し
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
に
引
続
き
不
法
投
棄
の
防
止

対
策
と
し
て
、
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
等
を
中

心
と
し
た
町
内
パ
ト
ロ
ー
ル
を
推
進
し
ま
す
。

さ
ら
に
一
般
家
庭
に
お
け
る
住
宅
太
陽
光
発

電
シ
ス
テ
ム
設
置
や
低
公
害
車
購
入
に
対
す

る
補
助
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

◆
消
防
費

　

み
な
さ
ん
の
生
命
と
財
産
を
守
る
た
め
昼

夜
を
問
わ
ず
活
躍
し
て
い
る
消
防
団
員
の
活

動
費
や
消
防
施
設
整
備
な
ど
に
関
す
る
予
算

で
す
。

　

本
年
度
は
、
火
災
時
の
出
動
等
の
た
め
の

消
防
小
型
動
力
ポ
ン
プ
積
載
車
２
台
の
更
新

を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
豊
田
地
区
の
消
防
車
庫
の
建
設
工

事
、
各
地
区
で
の
消
火
栓
の
新
設
・
改
修
を

行
い
ま
す
。

　

防
災
対
策
と
し
て
、
本
年
度
よ
り
要
援
護

者
の
方
の
地
震
時
被
害
を
軽
減
す
る
た
め
家

具
転
倒
を
防
止
す
る
災
害
時
要
援
護
者
宅
家

具
固
定
事
業
や
、
昨
年
度
に
引
続
き
一
般
木

造
住
宅
に
お
け
る
耐
震
診
断
事
業
及
び
耐
震

補
強
の
た
め
の
補
助
事
業
等
を
実
施
し
ま
す
。

◆
諸
支
出
金

　

主
に
特
定
目
的
の
た
め
の
資
金
積
立
な
ど

に
関
す
る
予
算
で
す
。

　

本
年
度
も
引
続
き
水
道
事
業
会
計
へ
の
補

助
や
、
特
定
目
的
の
た
め
の
基
金
へ
の
積
立

を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

◆
農
林
水
産
業
費

　

各
種
の
農
業
対
策
、
農
地
、
水
産
業
な
ど

に
関
す
る
予
算
で
す
。

　

用
排
水
路
の
修
繕
工
事
、
集
団
転
作
に
対

す
る
助
成
や
農
園
活
動
を
通
じ
て
の
地
域
交

流
を
目
的
と
し
た
、
い
き
い
き
農
園
設
置
に

対
す
る
補
助
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
町
内
に
お
け
る
農
地
の
地
籍
調
査

や
漁
港
改
修
を
推
進
し
ま
す
。

◆
商
工
費

　

商
工
業
の
振
興
な
ど
に
関
す
る
予
算
で
す
。

　

昨
年
度
に
引
続
き
中
小
企
業
融
資
制
度
に

係
る
保
証
料
補
給
補
助
や
朝
明
商
工
会
へ
の

助
成
等
を
行
い
ま
す
。

そ
の
他
の
内
訳

平成21年度一般会計予算
特　集

歳　出

，

，

こんなにある特例免除のメリット！まずは申請を！！

　特例免除は、申請する年度又は前年度において、退職（失業）の事実がある場合に対象となります。保
険料免除の申請は、住民票のある市町村役場へ「国民年金保険料免除申請書」を提出（郵送可）してくだ
さい。（申請書は市町村役場、又は社会保険事務所にございます）　また、この特例免除については、配
偶者・世帯主が退職された場合にも対象となります。

国民年金保険料は、
　　退職（失業）による特例免除があります！

メリット１

メリット２

メリット３

手
続
き

通 常 の 場 合　　 →　申請者本人の所得　申請者の配偶者の所得　世帯主の所得

特例免除の場合　　→　申請者本人の所得　申請者の配偶者の所得　世帯主の所得

ご存じ
ですか？

●免除・若年者納付猶予

　国民年金には、追納という制度があり、10年以内なら免除等を受けた期間の保険料を納めることができます。
追納をされることにより、老齢基礎年金の年金額に算入されます。　また、免除等が承認された期間の翌年度
から起算して３年度目以降は、当時の保険料に加算金がつきますので、お早めにされることをおすすめします。

申　請　時　期 対象年度 申請対象期間

平成21年４月１日から
平成22年４月30日まで

平成21年度 平成21年４月分～平成22年３月分

申　請　時　期 対象年度 申請対象期間

平成21年７月１日から
平成21年７月31日まで

平成21年８月１日から
平成22年６月30日まで
平成22年７月１日から
平成22年７月31日まで

平成20年度

平成21年度

平成21年度

平成21年度

平成22年度

平成21年７月分～平成22年６月分

平成20年７月分～平成21年６月分

平成21年７月分～平成22年６月分

平成21年７月分～平成22年６月分

平成22年７月分～平成23年６月分

※７月中の申請は、２年度にわたる申請が可能です。２年度にわたる申請を希望される場合
は、　申請書を２枚提出いただきます。
※若年者納付猶予の申請対象期間は、同表の申請対象期間内に30歳到達するときはその前月
　までとなります。
※平成20年４月１日から平成21年３月31日の期間に退職された方が退職（失業）による特
　例を申請される場合は、平成22年３月31日までに申請書の提出が必要です。

●学生納付特例

保険料の追納をおすすめします！

問い合わせ先　四日市社会保険事務所　℡353・5515　町民環境課　℡366・7115

国
民
年
金
保
険
料
の

申
請
時
期
と
申
請
対
象
期
間
は
？

保険料を一部納付したのと同じ！

万が一の際にも確かな保障！

本人所得を除外して審査！

免除期間の年金額の計算は、保険料が納付された場合と比較して3分の1となります。
（平成21年度分から2分の1に引き上げられるよう法律案が現在国会に提出されています〈H21.5.26現在〉）

病気や事故で障害が残ったときの障害年金や、一家の働き手が亡くなったときの遺族年金など、
免除承認期間については支給対象の期間とされます。

特例免除とは、通常であれば審査の対象となる本人所得を除外して審査を行い、保険料の納付が免除される
ものです。（配偶者、世帯主に一定以上の所得があるときは保険料免除が認められない場合があります）

【手続きに必要なもの】
①年金手帳または基礎年金番号がわかるもの（納付書等）
②認印（本人が署名する場合は不要）
③失業していることを確認できる公的機関の証明の写し（雇用保険受給資格者証、離職票等）

免
除
・
若
年
者
納
付
猶
予
お
よ
び

学
生
納
付
特
例
の

※（　）内は構成比

土木費
18億163万9千円
　（28.0％）

民生費
13億806万円
　（20.4％）

教育費　
11億4,025万円
　（17.7％）

総務費
9億597万7千円（14.1％）

衛生費　
3億7,077万円（5.8％）

その他
4億3,683万3千円（6.9％）

一般会計

歳出合計
64億

1,910万4千円

消防費
2億3,012万4千円（3.6％）

諸支出金
2億2,545万1千円（3.5％）

●農林水産業費　1億7,873万2千円
●公債費　　　　1億2,800万8千円
●議会費　 　　　　1億190万6千円

●商工費　　　1,817万1千円　
●予備費　　　  　1,000万円　
●災害救助費　　　 1万6千円


